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１ 日  時   平成 30 年 11 月 14 日（水）６校時（14：30～15：20） 

場  所   図書室 

２ 学年・組   第１学年Ａ組（男子 17名，女子 9 名，計 26名） 

 

 

３ 単元観 
 

 本単元は，学習指導要領「（Ｂ）書くこと（１）ウ・オ」「（Ｃ）読むこと（１）ウ・エ・オ」「知

識及び技能（３）我が国の言語文化に関する事項（１）イ（イ）（ウ）」と対応して設定されている。 

 第１学年の総まとめの段階であることから，これまで学んだことを生かして，文学作品と向き合いな

がら，登場人物のものの見方や考え方，感じ方と関連させて，自分の生き方を振り返らせる読み方を体

験させることができる。 

 さらに，登場人物と自分とを比較しながら読み，それぞれを相対化する楽しさに気づかせることも，

本単元のねらいの一つである。 

 また，文学作品における系統上の位置付けとしては，小学校高学年で「伝記を読み，自分の生き方に

ついて考える」を既習している。そのため，本学年では「心情や情景描写に着目して読み取る」ことに

も重点を置いている。 

 加えて，第２学年では「人物の相関関係を捉える」，第３学年では「物語や小説を批評する」という

学びの視点が設定されているため，物語を実体験と結びつけて語ることができるような，単元を貫く言

語活動への着手も図りたい。 

本学級の生徒は，グループでの話し合い活動や，生徒主体の授業運営が習慣化されている。しかしそ

の一方で，恒常化した学習に対する意欲の低下も見られる。 

１学期末に実施した，授業評価アンケートにおいて，「授業は，よく分かります。」に対する肯定的回

答は，全学年で最高数であるにも関わらず，「授業では，課題を解決するために，どのような方法だと

解決することができるかを考えています。」という情報収集の観点は 32％，「授業では，情報を，比べた

り（比較），仲間分けしたり（分類），関係を見つけたり（関係付け）して，何が分かるのかを考えてい

ます。」という整理分析の観点については 28％と，肯定的回答が全学年で最低数であった。このことか

ら，「分かる」の定義が浅いことが見受けられる。 

過年度（平成 29 年度）のデータではあるが，基礎と活用について比較すると，中１が基礎（全国比

＋6.3pt），活用（全国比＋1.8pt）。中２が基礎（全国比-4.4pt），活用（全国比-5.8pt）。中３が基礎（全

国比＋0.6pt），活用（全国比-1.2pt）である。（標準学力調査） 

つまり，基礎・基本の定着に比べて，活用（思考力・判断力・表現力）の定着が低いことが，前述の

根拠となる。 

 

４ 生徒観 
 

国語科 第１学年 神石高原町立三和中学校 指導者  藤田良平 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  「主体性」「課題解決力（探求力）」「振り返り力（メタ認知）」 

日本で一番「少年の日の思い出」の魅力について語れる中学１年生になろう 
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 前述の通り，「活用」の部分である，目標達成のための情報収集や，情報の整理分析について課題が

見られる。そのため，「分かる」の定義をさらに深いものにし，学びの幅を広げたい。 

 これまで同様、生徒主体の授業運営で教材を読み進め，基礎・基本の定着を図る。その上で，生徒の

提示した疑問や課題を解決に導くことで，主体的な学びを実現するとともに，本教材を学習する意義を

見出したい。 

さらに，「少年の日の思い出」は，1947 年に高橋健二訳のものが日本の国定教科書に掲載されて以来，

およそ 70 年も読まれ続けている。現在，採択されている検定教科書すべてに掲載されており，日本で

最も多くの中学生に読まれた外国の文学作品と言っても過言ではない。 

そこで，表題として「日本で一番『少年の日の思い出』について語れる中学１年生になろう」を提示

し，生徒の知的好奇心を向上させることをねらいとしたい。これを実現させるためには，教科書の枠を

超えての情報収集や情報の整理が必要である。 

また，本時は，エドガー・デール著の「学習指導における聴視覚的方法（1946）」で提唱された，「経

験の円錐」が根源とされる「ラーニングピラミッド」による学習定着率を参考としており，調べたこと

を他者に伝える（インプット→アウトプット）という学習の流れを重視させたい。 

 

 

６ 単元の目標と評価規準 
 

 

〈 単元の目標 〉 

 作品や生活と向き合いながら，ものの見方を深めることができる。 

 多様な方法で情報を集め，話すことに生かすことができる。 

  
＜評価規準＞ 

国語への 
関心・意欲・態度 

読む能力 書く能力 言語についての 
知識・理解・技能 

①作品を読んで考えたこと

を書いたり発表したりし

ようとしている。 
②友だちの考えを自分の考

えと照らして聞こうとし

ている。 

①時間・場所・出来事などに

着目して作品の構成や展

開を捉え，本文に即して登

場人物の心情の移り変わ

りを読み取っている。 
②作中の人物の出来事につ

いて，自分の考えを書いた

り，発表したりしている。 

①作品の設定（時・場所）

や登場人物の人物像を踏

まえて，作品を書き換え

ている。 

①作中で用いられている表

現上の工夫や，多様な語句

について理解している。 

      

  

 

５ 指導観 
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７ 指導と評価の計画 

 
○本単元で身に付けさせたい資質・能力と評価規準 

 

資質・能力 
評価規準 

Ｉ Ｃ Ｅ 

主体性 

・目標達成のための情報を集

めようとしている。 

・自分と異なる意見と向き合い、

議論し，考えを深めている。 

・本教材がなぜ長年に渡って教科

書に掲載され続けているのか，他

の文学教材と比較しながら考え

ることができている。 

課題解決力 

（探求力） 

・目標達成に向けて，必要な

情報は何かを考え，収集する

ことができる。 

・目標達成に向けて，集めた情報

を基に対話や協議を行い，深化を

図ることができる。 

・目標達成に必要な情報を集め，

既習事項との共通点と相違点を比

較しながら読むことにより，本教材

の魅力をより具体的に語ることがで

きる。 

振り返り力 

（メタ認知力） 

・「少年の日の思い出」につ

いて，どこまで読み深めるこ

とができたかが分かっている

。 

・目標達成に向けてのアプローチ

が，日常生活でどのように活用で

きるかのイメージが持てている。 

・本教材を通して，読み手である自

分たちが何を学び，何を身につけ

るべきか。そしてその学びが，今後

の社会生活でどのように生きてくる

かを説明することができる。 

 
〔ＩＣＥモデル〕  
 
 
 
 
  
 
 

（全 13 時間） 
次 学習活動 生徒の思考の流れ 

観点 評   価 
関 読 話 知 ◇評価規準 ★資質・能力(評価方法) 

１         本文を通読し，初読の感想を交流することができる。 

・本文を通読して，自分なりの感
想を持つ。 

 
・本教材が長く読まれてきた理由
について考える。 

 
 
 

 
 
 
・長く教科書に掲載されてい
るからには，何か理由がある
はずだ。 

○ ○   ◇★教材文を何のために読むのか理解し
ている。（行動観察）【主体性】 

 
 
 
 
 

２         他の文学作品とはちがう，本教材独自の場面構成を捉えることができる。 

・物語文の特徴について知る。 
 
 

・現在と過去の場面が登場
しているけれど，どういっ
た意味があるだろう。 

  

 

 

  
 
 

◇読み取りを基にして，教材文を読解して
いる。（行動観察・プリント） 

課題の設定 

（単元を貫く課題）身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考えや気持
ち身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考えや気持ちなどが読み手に
正しく伝わるように，文と文のつながりなどに注意して文章を書かせる。などが読み手に正しく
伝わるように，文と文のつながりなどに注意して文章を書かせる。 
 身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考えや気持ちなどが読み手に

 

【考え・基礎知識】 
「少年の日の思い出」に

ついて，登場人物の心情や

場面の移り変わりについ

て説明できる。 

【応用・ひろがり】 
 本文学作品を通して深まった
考えや，情報収集の具体案，
アウトプットの方法などについ
て，今後の社会生活にどのよう
に生きてくるかを説明すること
ができる。 

【つながり】 
 登場人物と自分の考え方を

比較して読み，その共通点や

相違点について，理由を明確

にして説明することができ

る。 

教材文の魅力を伝えるためには，何を読み取り，どんな情報を収集し，どのような話し方

で伝えれば良いのだろうかを考える。 

情報収集① 



- 4 - 

 

 
 
・構成がもたらす効果について考
える。 

 
 

 
 
・現在の語り手の行動は，
過去の出来事がきっかけ
となっていたんだなあ。 
 
・この効果を「伏線」を言
うのか。 
 

 

 

○ 

 
 
 
 
 
 
○ 
 
 

３ 登場人物の人物像を読み取り，根拠を持って説明することができる。 

・登場人物の心情の移り変わりに
着目して読む。 

 
 
・心情を表す具体的表現について
知る。 

 
 
 

・台詞や行動から，心情を読
み取ることができるんだ
なあ。 

 
・心情を読み取ることができ

るのは，台詞や行動だけで
ないんだなあ。それを情景
描写と言って，この物語の
特徴とも言えるな。 

 

 ○  

 

◇心情を表す表現に，印を付けることがで
きている。（行動観察・教科書） 

 
 
★物語の読み取り方について，心情，情景
，行動の描写に目を向けることを確認
している。（ＯＰＰＡシート）【ふり
かえり力】 

４         登場人物の心情変化を読み取り，自分に置き換えて考えを述べることができる。 

・登場人物の心情変化を読み取る
ために，立場を変えて考える。 

 
 
 
 
・他者との交流によって，考え方
の幅を広げる。 

・自分が「僕」だったら，自
分が「エーミール」だった
ら，自分が「母」だったら
，どんな気持ちを抱くだろ
うか。 

 
・自分は○○と考えたけど，
友達はどんな風に考えて
いるのだろうか。 

 
 
 

 ○ ○ 
 
 
 
 
 
○ 

 ◇読解した事柄を基にして，立場に応じた
自分の考えをまとめることができる。
（ノート） 

 
 
 
◇記述した考えを，他者に伝えることがで
きる。（行動観察） 

５            
 結末の部分で，登場人物が取った行動の理由について説明することができる。 

・結末の部分の読みを深めること
ができる。 

 
 
 
・行動の善悪について議論する。 

・登場人物のとった行動はど
んな意味があるのだろう
か。 

 
 
・討論や意見交流において，
説得力のある伝え方をす
るためには，どうすればい
いのだろうか。 

 
・討論によって，根拠を明確

にする話し方についても
っと考えてみよう。 

 

  ○  ・前時の学習をふまえて，考えたことに
ついて根拠をより明確にして述べるこ
とができる。（討論による発言） 

 

 

 

６ 

・ 

７ 

 

 

本教材を説明するために情報を収集し，よりわかりやすい伝え方について考えることができる。 
 

・教科書記載の内容だけでなく，
さらに幅を広げて情報を収集し
よう。 

 
 
・説得力のある伝え方のために必
要な情報を吟味しよう。 

 
 

・教科書の読み取りだけでは
，魅力について語るには不
十分だなあ。 

 
 
・情報を精選する必要がある

なあ。 
 
 

○   
 
 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇情報収集によって，読み取りの幅を広げ
ることができている。（行動観察） 

 
 
 
◇足りない情報を補ったり，余分な情報を
削ったりするなどの取捨選択ができて
いる。（行動観察・ノート） 

 

整理・分析① 

情報収集③ 

整理・分析② 

二 

情報収集② 
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・三角ロジックについて知る。 
 

・伝え方に説得力を持たせる
ためには，根拠となるデー
タが必要だなあ。 

 
 
・それを三角ロジックによっ

て表すことができるのか。 
 

○ 
 
 
 
 
○ 

 

８ 

本 

時 

                日本で一番 「少年の日の思い出」 の魅力について語ることができる。 

・目標確認 
 
・漢字の学習 
・弾丸インプット 
 
 
・三角ロジックの確認 
 
 
 
・動画を見ながら他者分析 
 
 
 
・相手に修正結果を返す 
 
・全体発表 
 
 
 
・振り返り 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
・みんなの発表を，三角ロジ

ックに当てはめたら，どん
な修正ができるだろうか。 

 
・修正前と修正後では，どん

な違いがあるだろうか。 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
☆話し方について，何を学んできたかを 
認識している。（振り返り力） 
 
 
 
 
 
 
 
◇他者の話し方，伝え方を聞いて，聞き手
目線で批評することができる。（行動観
察、ワークシート） 
 
 
◇ＯＰＰＡシートに振り返りを書き込み，
これまでの学習を通して，学びの軌跡を
確認し，日常生活に生かそうとしている
。（行動観察） 
 

９ 
 

 「僕」以外の人物の視点から作品を書き換える。 

・作品をリライトすることができ
る。 

 
 

・様々な人物の視点に立って読

解をしたけど，別の視点で物

語を書くとどうだろうか。 

 

 

・それをリライトというのか。 

○    ◇視点が変わることによって，情景や心情に
対する捉えが変わることを実感しながら書
くことができる。（行動観察・原稿用紙） 

10 
 
11 

 書き換えた作品を読み合い，相互評価することができる。 

・リライトした作品を読み合う。 
 
 
 

・同じ人物の視点で書いた作
品でも，書き手によって表
現方法が違うなあ。 
 
 

○  ○  ◇書き方の工夫や表現方法について，
多様な見方をすることができる。（
行動観察） 

・物語について読後の感想を記載
し，自分の言葉で述べることが
できる。 

 
 
 
 
 

・これまでの読みを通じて学ん

だことをまとめてみよう。 

 ○   ◇物語から読み取って事柄や，調べたことによ

って得た情報について，整理しながらまとめ

，読後の感想を書くことができている。（行

動観察・プリント） 

  

まとめ・創造・表現⑤⑥ 

まとめ・創造・表現④ 

まとめ・創造・表現③ 
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パフォーマンス課題 

 
育てたい資質・能力 主体性，課題解決力（探求力），振り返り力（メタ認知力） 

教科の評価規準   作品や生活と向き合いながら，ものの見方を深めることができる。 
 

 

パフォーマンス課題のシナリオ 
 
 
次の文は，「少年の日の思い出」についての会話です。 
 
先輩Ａ：「少年の日の思い出」は，いろいろと考えさせられる物語だなあ・・・。 
先輩Ｂ：やっぱり，「僕」の行動は，自分だったらどうするかというところで，意見がわかれるよね。 
１年生：先輩たちの話を聞いていたら，これから勉強するのが楽しみになってきました。 
 
先輩Ａ：これから読んでいくんだね。わからないことがあったら何でも聞いてね。 
先輩Ｂ：僕たちはかなり長い時間をかけて学習したから，もう暗記しているぐらい詳しいよ。 
先輩Ａ：ここだけの話，テストでもかなり高得点が狙えるところだよ。私は９■点だったかな。 
 
１年生：先輩方，頼りになります。この作品は，約 70 年もずっと教科書に掲載されていて，たくさん

の人が知っている知名度の高い作品なんですよね？ 
先輩ＡＢ：・・・（何でこんなに詳しいんだ？）そうそう。先生が紹介されていたけど，過去の先輩方

にもいろんな解釈があって，おもしろいよ。 
 
１年生：しかも，教科書に載っているのは，高橋健二さんが訳したものだけど，岡田朝雄さんが訳した

ものもあるんですよね？ もう絶版だから手に入らないのが残念・・・。 
先輩ＡＢ：・・・（何それ？）あー。岡田さんの訳ね。残念だよね。 
 
１年生：しかも，あの肝心の台詞が，訳し方によってあんなに印象が変わるなんて・・・。 
先輩ＡＢ：・・・！？ ど，ど，どんな風に変わるの！？ 教えて！！ 

 
以上の会話のように，「少年の日の思い出」は，長年の間、たくさんの人に読まれてきました。した

がって，教科書には載っていない（教科書を読むだけでは辿り着かない）情報がたくさんあります。 
どれだけ教科書を暗記しても，どれだけテストで点数を取っても，真の学びはもっと深いところにあ

るのです。 
そこで，全国の中学生の中で，最も「少年の日の思い出」について詳しくなり，それを語ることので

きる中学１年生になりましょう。そのために情報収集を行うことと，三角ロジックを使った伝え方がで

きるようになりましょう。 

 

予備的ルーブリック 

 

尺度 

(評点，レベル) 

記述語 

(パフォーマンスの特徴) 

３ 
理想的 

 本教材の魅力について，自分の論を持ち，三角ロジックを駆使しながら他者に伝
えることができる。（主張→理由→根拠の流れが明確である。） 

２ 
合格 

 本教材の魅力を見つけ，自分なりに説明することができる。 

１ 
乗り越えさせたい実態 

 本教材の魅力を見つけることができる。 
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８ 本時の学習 
 
 

(１) 本時の目標 

 協議を通して，「少年の日の思い出」の魅力がより伝わる話し方を理解することができる。 

       

(２)  本時の展開 

学習活動 
◇指導上の留意事項 

◆配慮の必要な生徒への支援 
評価規準 

（評価方法） 

資質・能力 

（評価方法） 

１．学習内容を確認する。〔５分〕 
○学習内容と目標を確認する。 
 
○本時の流れを知る。 
 
 
【本時の教材目標・技能目標】 

 
 
◆活動の手順を示すことで，学習の見通

しを持つ。 
 
◆既習事項である三角ロジックについて

確認する。 

 
 

 
 

２．漢字の学習をする。〔５分〕 

○漢字の学習 
 
 

◆スクリーンにフラッシュ映像を映し出

す。 
  

３．「『少年の日の思い出』紹介動画」を観ながら，話し方について議論する。〔３０分〕 

○他者の話し方について，「良い点」

「改善点」「改善例」について，

班で議論する。 

 

 ・自分の考えが書けているね。 

 ・本文が引用されているね。 

 ・授業の学びが生かされているね。 

 

 ・表現がわかりにくい。 

 ・誤字脱字がある。 

 

○他者の話し方（映像）を聞いて，

自分の話し方はどうかを鑑みる。 

 

 ・魅力的な部分を強調する話し方

ができているね。 

 ・文章だけではわかりにくい部分

が，話し方によって補足されてい

るね。 

 

 

 

◇教材の魅力が伝わってくる話し方かど

うか，議論によって批評する。 

 

 

◇三角ロジックを駆使しているかどうか

に着目し，分析するように促す。 

◆ワークシートに沿って進めることで，

批評の仕方を支援する。 

 

 

 

 
 
 
 
◇事前撮影映像につ

いて批評し，気付い

たことをワークシ

ートにまとめるこ

とができている。

（ワークシート） 

 
 
 

 

〔教材〕情報を基に，教材の魅力について語ることができる。 

〔技能〕協議によって，三角ロジックを駆使した話し方を理解することができる。 

【思考の流れ】 

 

「少年の日の

思い出」には，

たくさんの魅

力があるなあ。 

 

 

70 年も読み続

けられている

物語だから，自

分たちもそれ

を誰かに伝え

ていきたいな。 

 

 

どんなに魅力

を学んでも，そ

れをうまく伝

えられないと

意味がないよ

ね。 

 

 

伝え方は，工夫

次第で良くな

るらしい。 

 

主張を説得力

のあるものに

するためには，

理由や根拠が

明確になって

ないといけな

いね。 

 

 

それを三角ロ

ジックと言う

んだ。 

 

 

じゃあ，みんな

が三角ロジッ

クを駆使して

伝えられてい

るか，検証して

みよう。 
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４．本時のまとめをする。〔１０分〕 

○議論による気付きを発表する。 
 ・他者の原稿と映像を見ること

で，魅力の伝え方の方法がわかっ

た。 
 ・同じ内容でも，書き方や話し方

によって，聞き手の受け取り方が

変わることがわかった。 
 
 
○振り返りを行い，学びの自覚を記

録する。 

◇本時の学習を通して，教材の魅力をよ

りよく伝えるための話し方について，

学んだこと，気付いたことを発表する

よう促す。 
 
 
 
 
 
◆OPPA シート（１枚ポートフォリオ評

価）を活用する。 

 ★話し方のメカニ

ズムについて，何

を学んだか認識し

ている。【ふり返

り力】 

 


